
ロジックモデルシート（平成27年度実績評価）

　

76,192
(H26実績)

74,400 74,600

バス事業者が，ノン
ステップバスを購入
する

ノンステップバスの台
数が増加し，路線バ
ス車両のバリアフ
リー化が進む

バスの安全性が向上
する

盛岡市内バス運営
協議会に負担金を
支出する

交通手段のひとつ
としてバスの認知
度が向上する

ＪＲ山田線の利用
者数が増加する

JR花輪線の鉄道利
用者数が増加する

JR花輪線の路線・
便数等が維持され
る

【事業費】 0千円

【進捗状況】 盛岡市内バス運営協議会に負担金143千円を
支出した他，事務局として，バス利用を呼びか
けるテレビコマーシャルの放送や新聞広告を掲
載し，利用促進に努めた。

②ノンステップバス導入事業費補助金

【事業概要】 バス利用促進を図るため，バス事業者が行うノ
ンステップバス等の購入に対して補助金を交付
し，市内を走行する路線バス車両のバリアフ
リー化を推進する。

【事業担当課】 交通政策課

花輪線利用促進協
議会に負担金を支
出する

花輪線利用促進協
議会が会議の開催
や利用率向上等に
向けた事業を企画
実施実施する

【進捗状況】 花輪線利用促進協議会へ90千円の負担金を
支出した。

【事業費】 90千円

【事業担当課】 交通政策課

【実施内容】 花輪線利用促進協議会の会議への参加及び
負担金の支出。

【進捗状況】 【バス】おでかけパス：9,645枚分（発売実績）
　　　　　　　補助金48,949千円（事務費補助含
む）
【鉄道】おでかけきっぷ：10,948枚（発売実績）
　　　　　　　補助金1,800千円（基本合意書によ
る

市内に居住する70歳以上の高齢者を対象に運
賃割引事業を実施する事業者に補助金を交
付。【路線バス】バス事業者補助：発売したパス
1枚につき5,000円【鉄道】鉄道事業者補助：発
売したきっぷ1枚につき，渋民～盛岡：150円／
好摩～盛岡：180円

⑥花輪線利用促進協議会参画事業

（単位　　）

H27 H31 H36

【事業概要】 ＪＲ東日本花輪線の沿線地域の活性化に取り組
む団体に参画し，利用促進のための啓発活動
を行うもの。

⑤モビリティ・マネジメント事業

【事業概要】 アンケートやその結果を踏まえた情報提供によ
り，マイカーから公共交通の利用へ自発的に促
す取組みを行うもの。

【事業費】 3,798千円

【事業担当課】 交通政策課

【実施内容】 ＪＲ山田線増便社会実験にあわせて上盛岡駅
周辺の事業所を中心に行った。

【進捗状況】 224事業所に対し1,000通の情報の配布をし，
407通の回答があった。

アンケート手法等
による公共交通利
用への転換促進や
公共交通利用促進
につながる情報提
供を行う

事業所職員等が，
公共交通利用促進
に関する啓発を受
ける

平日の「夕方・夜」
の便数が維持され
る

【事業費】 50,749千円 （単位　　）

【事業担当課】 交通政策課 H27 H31 H36
【実施内容】

④まちなか・おでかけパス事業補助金

【事業概要】 公共交通の利用促進，中心市街地の活性化等
を目的に，移動手段の少ない高齢者に対して，
市内路線バス運賃等の間接補助を行うもの。

（単位　人　）

H27 H31 H36

【実施内容】

【進捗状況】

赤字の広域生活路線ごとの経常費用と経常収
益の差額に対し，路線バス事業者へ補助金を
交付する。

２事業者へ補助金を交付した・
岩手県交通：1,776千円（２路線）

岩手県北自動車：84千円（３路線）

赤字広域生活路線
を運営するバス事
業者に補助金を交
付する

バス事業者の広域
生活路線の運行に
係る赤字部分が補
填される

不採算の広域生活
路線の運行が継続
できるようになる

地域住民の日常生
活に必要不可欠な
バスの利用が確保
される

【成果指標・実績値・目標値】

A

1日当たりのバス・鉄道
利用者数

バス事業者・バス
路線の少ない玉山
地域を運行する
IGRいわて銀河鉄
道（株）に補助金を
交付する

バス事業者・IGRい
わて銀河鉄道㈱が
運賃割引事業を実
施する

【事業費】

【事業担当課】

日常生活に必要不可欠なバス路線を確保する
ため，路線バス事業者が運行する広域生活路
線の運行経費に対して補助金を交付するもの。

1,860千円

交通政策課

【実施内容】 初冬に，テレビコマーシャルの放送や新聞広告
の掲載により，バス利用促進を図る。市民から
の要望について構成団体間で協議を行い，対
応策を検討する。会議の開催。

バス利用者数が増
加する

①盛岡市内バス運営協議会事務事業

【事業概要】 バス利用促進，バス交通に関する要望等につ
いて協議を行い，利用促進策を展開するもの。

【事業費】 143千円

【実施内容】 ノンステップバス等１台につき300千円を限度額
とし，補助金を交付する。

【進捗状況】 バス事業者が，より有利な国庫補助制度を利用
したため申請がなく，補助金を交付しなかった。

③広域生活交通路線維持費補助金

【事業担当課】 交通政策課

【事業概要】

事務局の事務を行
う

バスの利便性が向
上する

ノンステップバス（低
床バス）を購入する
バス事業者に補助金
を交付する

事業名
小施策

事業概要等

【別紙】 施策コード 27 施策名 交通環境の構築 小施策
主管課名

バスの利用が促進
される

盛岡市内バス運営
協議会が，テレビ
や新聞の広告でバ
ス利用をよびかけ
る他，市民要望に
対する対応策が実
施される

交通政策課
小施策コード 27-2 小施策名 公共交通機関の利便性向上と利用促進

【対象】
各交通手段・利用者

【意図】
公共交通（バス・鉄道・
タクシー）の利便性が
向上し，利用が促進さ
れる。

B

C

高齢者が，気軽に
バスや鉄道を利用
して出かけられるよ
うになる

活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 
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事業名
小施策

事業概要等
活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 

　

H27 H31 H36

76,192
(H26実績)

74,400 74,600

玉山区内居住者を
対象に，IGRいわて
銀河鉄道通学定期
乗車券購入費補助
金を交付する

IGRいわて銀河鉄
道通学定期乗車券
購入者の費用負担
が軽減される

IGRいわて銀河鉄
道の通学定期利用
が促進される

IGRいわて銀河鉄
道を利用して通学
できる範囲が広が
る

C

【進捗状況】

（単位　　）

H27 H31 H36

【事業費】

【実施内容】

【事業概要】

【実施内容】

H27 H31 H36

【事業担当課】

【成果指標・実績値・目標値】

A

1日当たりのバス・鉄道
利用者数

【進捗状況】

B

【事業概要】

（単位　　）

航空路を使った観
光客が増加する

航空路の利用が促
進される

【事業費】

【事業担当課】

【対象】

【実施内容】 岩手県空港利用促進協議会の会議への参加
及び負担金の支出。

各交通手段・利用者

【進捗状況】 岩手県空港利用促進協議会へ300千円の負担
金を支出したほか，ダイヤ改正情報を広報もり
おかに掲載する等，利用促進に努めた。

【意図】
公共交通（バス・鉄道・
タクシー）の利便性が
向上し，利用が促進さ
れる

（単位　人　）

【事業費】 300千円

【事業担当課】 交通政策課

花巻空港発着の国
内定期便の利用率
が向上する

岩手県空港利用促
進協議会へ負担金
を支出する

岩手県空港利用促
進協議会が各種要
望活動や利用率向
上等に向けた事業
を企画実施する

【進捗状況】 平成27年度は618件の交付を実施。

⑨岩手県空港利用促進協議会参画事業

【事業概要】 岩手県の航空需要の喚起をはかり，花巻空港
滑走路の延長整備や航空路の充実を促進する
ため，岩手県空港利用促進協議会に参加する
もの。

【事業費】 2,461千円

【事業担当課】 玉山総合事務所　総務課

【実施内容】 IGRいわて銀河鉄道を利用して通学する者の
負担を軽減するため，通学定期乗車券の購入
費用の一部に対して補助金を交付する。

【進捗状況】 いわて銀河鉄道経営安定化基金を管理する岩
手県に負担金を支出し，積み立てを行った。

⑧IGRいわて銀河鉄道通学定期乗車券購入費
補助金
【事業概要】 IGRいわて銀河鉄道を利用して通学する者の

負担を軽減するため，通学定期乗車券の購入
に要した経費に対して補助を行う。

【事業費】 17,925千円

【事業担当課】 交通政策課

【実施内容】 基金を管理する岩手県への負担金の支出。

⑦IGRいわて銀河鉄道経営安定化基金事業

【事業概要】 平成39年度に想定されるIGRいわて銀河鉄道
の車両3編成（6両）の更新及び災害復旧に要
する経費を県・沿線市町とともに負担するもの。

基金を管理する岩
手県に負担金を支
出する

岩手県が既設のい
わて銀河鉄道経営
安定化基金に積み
立てる

いわて銀河鉄道経
営安定化基金を活
用した車両の更新
等による安全で快
適な鉄道利用環境
が維持される

鉄道の利用が促進
される

鉄道利用者数が増
加する

定期路線の便数が
増加するなど航空
路の充実が図られ
る
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